
職業訓練研究第8巻抜用」(1989年)

生産技術教育の方法理論 i(2)

一授業の分析によるアクティビティの抽出―

森   和  夫



職業訓
~RII究
 第 8巻  199o年

生産技術教育の方法理論修)

一技業の分析によるアクティビティの輸出一

森 和 夫

1. 問題

技術革新に対応した現代によsわしい技術・技能教育の展開を図るために

は方法論から吟味する身要があると考える。この検討ほ技術・技能を伝達す

る実質的成果に直接かかわるからである。'

指導の段階を設定しての指導方法を提起した先行研究成果の中で代表的な

ものにTTTつ、仰 V“JIめ、実技の集団指導沖 )がある。これらの主要部分を表

で整理すると表 1-1か ら表 1-3の ように示すことができる。T■II JIと実

技の集団指導法はかなり詳細にその内容を規定している力対TTの 設定は比

較的ゆるやかな内容となっている。前者の違いはTWIが '生産職場でのOJT」

を意図しているに対して実技の集目指導法は 「Off JTの実習」を意図してい

るといっ毒果がある。いずれの方法も4段 階に従って順次、定型的に展開さ

せるものである。

TTTは 5段 階法を提起している。準備段階は教師が行う授業の準備の全て

を現しており、授業内容の選定から教材の準備なども含まれている。Tい の

第 1段階に含まれる 「課業を有効に受け入れるよう生徒の心構えを整えるこ

と」は卸 lJこと集目指導法で扱われている第 1段 階の内容と同一といえる。

TTTに おける第 2段階の 「提示」は帥 電や集団指導法のように作業分解に

よって提示するものではなく 「教師が生徒の前に持ち出す」という意味で設
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表 1-l TTTに おける副1線方法

指導段階 指導の内容 具本的方法

単伸

Preparatlcn

故師力域業に先だって有期を授業を行う用意を

すること

くり 析,状況の分析に基づく慎重をFt回の

主乗及びレンスンブランの作成)

⑥故筑内容の選銀 決定

のレッスンブランの作成

③韓助教材の準備

④環境の蜜続

⑤課業を有効に受け入れるよう生徒の心

経えを整えること

尭示

Presentat oこ

レッスンブランに従った適当な学智手順で新し

い思想や新しい仕事の手続きなどを教師が生後

の前に持ち出す

(案味を喚起じ,配知から,未知へ、易から鶴へ

と副練を効果的に進めること力衣 切)

⑨手既‐生徒の期 をよげ起こすこと

すでに習得した他の離業に対す

る関選を示すこと

②韓義 図示 実遠.指導討競によって鍵

示を行う

Applに注iぃ

応用 控示されたものを生徒自身が時阿と機会を与え

られて自ら実聯に行う

(行って学ヽ すをわち牧師の指導と援助によっ

てすでに与えられた恩懇 手 順を実行する)

①実際の過程をそのまま手順で行う

②技能の督兆を目的とした探習を行う

試験

Ex加 1lution

生徒がなえられたことをどの程度に自分ででき

るか,ま た覚えているかを翔べる

(智得した熟練と知蔵の程度を測定し,相手の適

応性,態度i能 力及びA4gを知ると共に教師の反

省の段階)

日頭試四,筆 頭黄段.作 業試験i観 察,

面鞍などで行う

髄

Dls●HsS10,

討践によって敵授のと上げをする

(教えられたことをはっき,頭 に入れ十分に躍

解し得なかったレンスンの全ての部分及び窪要

点を明確に身につける段階)

Oレ ンスンの要点を楯括し,特 に強親す

べき点について生徒の注意を求める

②櫛足した,,起 こり得る問題やその解

決を示唆す る

定している。同様にして第 3段階は 「自ら実際に行うどとのみ記述されてい

る。

実技の集団指導法はT恥■とほとんど向じであるが、第4段階の「総括」は

…TTTの 第5段階
「討論」の内容を扱っていると思われる。これら方法は作業

を作業分解という方法によって教材研究を行い、この作業分解によって作業

を提示することである。そして作業分解 (指導員が提示した作業方法)通 り
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に訓練生が難 できるかどうか、作業を行いながら作業分解を暗唱できるか

どうかを確かめてゆくこととなる。

これらの方法、とりわけい ■ヽ―JIと実技の集目指導法における段階の設定
は現状の駒業訂1練の方法と,て導入が著しく眼定されるがつ、現在も講習会

等が設定されている。この方法が普及し発展していたとすれば多くの実践や

改善、研究報告がされてよいがこれらは少ない。?ま り、この方法は指導貝
養成に採用することによって基本的な事項力`習得できるという意味でOJT
の新任指導員訓森用に位置づいたと推祭される。では、これまで職業副1練指

導員はどのような指導方法を用いて授業実践を展開してきたのであろうか。
職業説1練関係あ文献にみられる授業実践の多くは教材研究にテーマが集中し
ている。これらは先の作業分解等の手法の範鳴では全くないのである。つま

り、公共磯業訓i練で行われてきた実践Fよこれらの指導方法とは異なる次元で

展開されたと理解してよい。この傾向は技術革新に伴いますます顕著になっ
ている。

われわれは先に生産技術教育の方法についてその全体像を結写した。。こ
の方法論はOJTと Off JTのいずれにも適用でき、しかも生産技術にかかわる

教育訓練であればそのレベルを聞わず適用できるように計画されている。こ
こでは理念から演繹する方法ではなく、指導実践から帰納して、これを方法
原理の視点から尋検討することによって妥当な方法理論を確立できると考え
た。指導者が行う教授活動の単位をアクティビティと呼び、その内容を記述
し、類型化することによって構成しようするものである。これまでのような

指導段甲を設定するのではなく、アクティビティを組み合わせることによっ
て授業を展開させる方法を設定している。前報告ではアクティビティについ

てはその抽出結果のみを報告しているが、本報告はこのアクティビティの強
出過程とアクティビティからみた授業展開事例を検討することによってアク
ティビティの内容項月を明らかにしたい。つ
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表 1-2 Twl― u【 における訓練方法

指導段階 指尊の内容 具体的方法

推備 習う準備をさせる

訪縦を受けようとする心の準

備をする

①筑業にさせる

0覚えたい気持ちにさせる

③作業名をいう

④如つている程度を確かめる
0正 しい位置につかせる

豊示 作業を説明する

新しい技能及び知識を説明し

実演する

①普通の速さでやってみせる

0主 をステンプを分解して区切ってやってみせる
0急 所を強調しながらやってみせる
④急所の理由を鋭明しながらやてみせる

実習 やらせてみる

訓疑生が作業し駒作すること

によって学ょ

控示された技能をその通りの

正しいや9方 でできるように

なるまで反複実作率習額を確

立する

Oや らせてみて田逆いをなおす
②やらせながら作発の胸呼をいわせる
③もう一度やらせながら急所をいわせる
0も う一度やらせながら急所の理由といわせる
0わかったとゎかるまで続ける

確露 教えた後をみる

辞俗状況を確から指導のしめ

くくりを行う

習各した知鼓を要約しな習す

る

①tnL事につかせる

②わからぬ時に陶く人を決めておく
③たびたび鏑べる

0質 問するようにと向ける

表十-3 実 技の集団指導の4段階

指導段PLj 指導の内容 具体的方法

導入 習おうとする心離えをさせる ⑥関心をあつめる

②これまでのこととの因運を述べる
③作業名をつげる

0作業の
~j要
性などを話す

⑤一人一人引立避を確かめる

堪示 仕草をやって見せて覚えさせる ③主をコ限を型どお,説明する

②急所とその理由を強調する】要があれば操9返す
③電解のようすをみる

実普 教えたことをやらせてみて党え
たかどうかを確かめる

O各 自にやらせる

②ます安全と成否に着目する
③勲順 急 所 、 所の経由を確かめ る

0だんだん細かてみてゆく

掩抵 実習させたことについてまとめ

る
O豆要■を述べる

0良 いA,碁 い点を鱗評する
③印英を確実にする

0貿間を受ける
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2. 研 究方法

授業における指導員の活動要素をアクティビティと設定している。活動要

素はさらに活動単位 (アクティビティの内容項目)に 分けられると想定して

いる。授業では指導員はこの活動単位を記載した指導案をもとに展開してい

ると考えられる。従って、この抽出は生産技術にかかわる教育副i練の過程の

分析に基づくことが最も妥当な方法と考える。ここで潟いる授業の分析手法

は確立ヒた手法を使用するもので|まなく、授業の映像及び音声記録と指導案、

教材・教具を検討素材として収集し、これらのやから授業者の行ったアクティ

ビティを類型化した。さらにこれらのアクティビティが授業展開の全体の構

成の中でどの部分で行われていたかを記述することによって授業展開の類型

イしを行った。アクティビティ輸出の具体的な手続きは以下のように行った。

まず、授業場面の映像記録で授業展開を確認し、指導条に記載されていない

行動を指導策に補って実際の授業を指導案上で再現する。更にこの指導案に

記載された事項を予め設定した内容項目の714組みで分類す )。この分類及び

内容項目の設定が妥当かどうかを全体を通して見直して確認する。このよう

にして得られる分類事項を再度吟味してアクティビティの 「内容項目の具体

的方法」を記述した。

検討対象とした授業はこの報告では研究授業を中心に行うことにした。第

1の素材は1979年及び1980年に行った職業訓練指導員研修プログラム 「教材

研究“授業づ くり」て制作した 「電子機器のハンダ付け」授業記録である。

この記録の一部は '教本な研究と授業づくリー職業副1練指導員新任者研修の記

録一」的として公刊されている。授業の映像と音声は全て収録されており、こ

れを検討の対象|し た。‐第 2は職業副1練大学校で行った
r教授技術演習」の

=ィ クロティ!ニチングにおいて学生が制作した授業 「金属材料の硬S試 験」、
「CNCに よる簡単な切削Jいの記録である。さらに第 3の素材は技能開発セ

ンターで行われた塗菱科指導員による 「二色混合」授業記録1のである。今回
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の報告はこれらの分析の中から第 1素材と第 2素材の検討結果を用いて報告

する。

3. 結 果

3-1.ア クティビティの抽出過程

収集した授業記録を基に教授学習過程に直接寄手する活動要素を記述し、

その中から例えば 「学習者を気楽にさせる」とか 「覚えたい気持ちにさせる」

等の学習者の心理的な側面の形成に関する部分を排除することにした。その

結果、学習者の学習活動を推進させるための授業者の活動が残る。これを「指

導員の活動単位」として記述することにした。表31と 表32は 授業事例 「夕ヽ

ンダ付けをするための加熱時間どの指導案を基に指導員の活動単位に着目し

て記述を試みたものである。指導案に記載された 「指導員の活動」欄と 「指

導員の活動単位」欄とを対比してみると 「指導員の活動」欄が具体的な授業

展開を表現しているに対して 「指導員の活動単位」榔は指導員の指導にかか

わる活動の機能を示している。指導案の 「主な内容」欄の区分に対して 「指

導員の活動単位」は指導員の行う詳細な活動の機能面をより明確に示すこと

ができる。このようにして検討対象とする全ての指導案について記述した。

これらの 「指導員の活動単位也欄に記載した項目を集約じこれを群化した。

各群に対してアクティビティ名を命名し、これまでの 「指導貝の活動単位」

を 「アクティビティの内容項目」と呼ぶこととした。この結果を表3-3に示

す。「クラリファイど
1'に
属する内容項目はいずれも学習を学習者自身のもの

とする活動単位である。「ブレゼンテーション」に属する内容項目は実音の準

備をさせたり、作業方法とその周辺の事項を示す活動単位である。「プラク

ティス」に属する内容項目は実習を行なわせることによって学習者に作業を

さまざまな角度から体験させる活動単位である。「スキルスタディ」は指導貝

112
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表3-1 授 業事例1[ハ ンダ付けをするための加絲時間]指導案と活動単位分析 (その1)

指導策

指導員の活動単位=な 内容 時間 指導員の活動

主題提示 3分 ③机の上の機材があることを確率させる
夕`シアゴテ3o vヽ

はんだ

プリントを板 (4自 1枚)

②コテの電振を入れる

③今回は実曽の内容について感想を印く

④今日は「ブリント基板のハン/付け」について学
習します

機材の紳備

rp5題の明確化

主題の提示

機材の普備

実旨① 10分 Oコ テが十分とまったことを訓練生に確ヨ

②ブリント基板に′ヽシ74Tけさせる
課題をチ十~卜 で銃明する

作業の仕方について説明する

安全上のと意を与える

(イスを吸わない、終によるケ″等)

実碧させる

0ハ ンタ付けの犠果について質問する
バチ′ヽ■と音力てしな力よったか
ハン/4け 部カゥ れをかったか

鋼の車飛力ffJ離しなかったか

0こ の現家について考えさせ。説明する
「
何故だろうかJ=意 見を出させ る

はただ部分の拡大田を板害 して説明す る

(加熱 でき板 と鋼の膨長率に差が発生)

③ rこの現象を無くすためにはどうすればよいか
について考えてゆこう」

⑥「'テ による加捧時間〕こ関係する要因を説明し
ながらヤグネットヵ― 卜を貼る
ハングゴテの容民

母材の性質=形状 材 質など

熱伝¥

熱の放故

コテ先の技触状況=接 触E力  面 承など

機材の準締

突智離題の掟示

7F4上 の費者点の出示

安全上の研意■の捷示

靭 票による実習群慰の探習

方法と結果の関係を体験化

作業方法 材 料 環 境を研究

技能の科学的明確化

作業方法 材 14 環 境を研究

主題の主rts4ヒ〔課題化〕

技能の科学的明確化

作業方法 材 料 環 境を研究

実駐O 5分 Orヨ テ容量と然伝導実験Jを行う準備する
実験方法を説明する

時PH5の計測をヨH練とにな頼する

('テを当ててから離すまでの時間を計観い

技能の科学的瑚敗化

作業方法 材 料 環 境を研究
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表3-2 授業事例1  ンヽンダ付けをするための加熱時PB5]指導案と活動単位分析(その2)

指導策

指挙員の活動単位
主を内容 時獅 指尊貝の活動

実撤D ②実験結果について予測させる

予測を黒板に彗く

③実験する

結果を黒板に書く

(30Wは60 7ヽよりも長い時Fllかかる)
3い汀と6いVのそれぞれの仕上が,力て同じこと

を確認させる

④,テ容量の差は加熱時間を変化させることに

よって同じ仕上がりなることを確認する
・コテ容量で加工時間を変化させなければなら

ないこと」を強調する

技能のtt4学的明確化

作業方法 材 料 環 境を研究

技能の科学的切確化

作業方法 材 料 環境を研究

難 ② 5分 ①
l熱
伝尊実験」を行 う準備 をす る

実験表置 を出す

実験妻踏の電振 を入れる

英残装置がスタン′ヽイするまて装 置 を説明

実験方桜 を説明す る

時間の計調Ⅲを副離生に依頼する

(時間の経過 をカウン トアンブ してゆ く)

②実験結果について予測させる
マ/チ捧力雀て倒れるまでの時間を予想
マッチ棒が48れていく服序を予怒

③実験する
・絡果 を離忍する

0然伝準の方向とスピードを考慮することによっ
て幼来的を加二がで きることを強調す る

作業方法 材 料 真 張を研究

技陀の科学的現酸化

作業方法 材 料 環 境を研究

実晋② 5分 O r44・A善のしくみJと |ヨテの容鷺に応した",二
IIsPR3」を考慮しておめにやった実習諜題をする
ように指示する

始めにみられたようをミくない現気が起こら

ずに加工できることを確潔する

②実習機材をどをかたづけさせる
,テ の電泌 を切 る

机上 をかたづけ る

藤姻票による矢曽課題の経習

合理的方法のを得
バフォーマンスの向上

作業方法上の特徴を体験化

方法と結果の関係の体強化

作業方法の方略化

作業方法の問題解舞と

まとめ 2分 ①ハン/431すの加工時脚に関係する要因について

まとめる

②加工時脱を工大すればブリント送板へのハング

付けの仕上7・F,がょくをることを強親する

0次 回の実習へ方向付ける

剖瀬のまとめ

主題の紹足
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が学習者に技能の科学的背景を明らかにしてゆく活動単位である。「フォロー

アップリは学習の結果についてまとめたり、拡張したり、評価して捕足する
活動単位である。このように 「指導員の活動」を簡明な記述で表現すること
ができる。

表3-3 ア クティビティの内容項目

アクティビティ 記号 内容項目

タラリファイ

CRo

CR②

CR0

P・磁 の明詔 ヒ

主題の軽示

主題の主体化 [課題化〕

ブレインテーション

PR①

PR②

PR③

PR④

P R O

実習離題の撻示

合理的方法の鍵示

作業上の留意点の提示

安全上の留意点の理示

機材の準備

ブラタティス

PTO

PT②

PT◎

PT④

PT⑥

PT⑥

PTO

離題票による実習課題の探留

合理的方法の獲得
″`フォーマンスの向上

作業力と上の特後を体期 ヒ

方法と結果の隈係の体験化

作業方法の方町 ヒ

作葉方法の問題解決化

スキル ス タアィ

SSO

S S ②

S S ◎

技能の対学的明輌 七

●.韓方法 ・材対 露 境を研究

作業上の重要情報のお定化

フォ'― ア /ブ

F U O

F U②

F V③

F U ④

F U⑤

劇練のまとめ

主題の補足

解価 癖 郎

担別道指革

実習と生産の実際との対比

3…2.授 業事例のアクティビティ分析

この考え方にょって生産技術教育の授業実践を整理し、検討することにし

たい。ここにあげた授業事例Fよいずれも研究授業として行われた。従って授

業時間は短いものばかりであるが内容については十分な検討を経て作成され
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ている。授業で扱う内容の一つは '電子機器のハンダ付け技能どで、忠覚運

動系技能と知的管理系技能の中間に位置する内容である。また、知的管理系

技能の例として 「CNC工 作機械のプログラミング技能」を、感覚運動系技

能の例として 「硬さ試験機による測定技能」を扱う。

[授業事例13

図31は 授業 「ハング付けをするための加熱時間」X分のアウトラインを示

している。これは表3-1の活動単位 (内容項目)を アクティビティごとに区

切ってアクティビティの組合せとその展開力章明示されるようにしたものであ

る。この授業事例 1は前半と後半に分けることができる。クラリファイ①か

(内容)

主題の授示

実習課題の提ネ

第 1実習
(関麗握起聖実習)

問題の明接イヒ

第 1実験
ヨテ容登X熱 伝導

第2実験
(寝材の報伝導)

第2実 宮
(改善した方法に

よる実習)

まとめ

(アクティビテ4の 内を項目)   (ア クティビティ)

PFO 課 題採による実習採自の練習  ノ ラクラィスO
】0 方 法と拷果の関係の体験化

CRO ま 日の提示 クラサファィO

PRO 実 留課題の提示
PRO 合 極的方法の鍵示
PRO 作 業上の日窟点の握示
PRO 安 全上の留ヨ点の長示
FRO 機 材の韓鶴

ブレゼンテーシ宮ン

CRO 問 題の現税化
はの 主磨0通示
mO 主 題の主体化 E離題化3

クラリファイ0

SSO 技 能の科学的明強化     ス キルスタディO
SS④ 作 発方法・材料・環4Rを研究

SSO 技能の科学的現強化     ス キルスタディの
SSO 作 業方路・材料・調塩と研究

採臣票による実智課題の線智
合理的方法のな得
作業方法上の特徴を作取イヒ   プ ラクティス②
方法と緒鼻0関 係の体験イヒ
作業方法の方略化
作業力なの問題解決イヒ

的
的
的
的
的
的
Ｏ
Ｏ
剛
田
釧練のまとめ
主題の構足

フォr J―アフノ

ぶ
ＲＴ
的
研
時

図3,1 授 業事例1「ハンダ付けをするための加熟時PB8,1980]のアウトライン



職業訓練研究 第 8巻  1990年   117

らクラリファイ②までの過程が前半部分である。第1実習(プラクティス①)

はクラリファイの一環として機能させるように設定されたものといえる。長

い時間をかけてクラリファイを行っているのは主題の主体化を前面に出した

授業展開の典型といえよう。この過程の後に明らかにされた問題をスキルス

タディ①とスキルスタディ②で技能の科学的明確化を図っている。これらの

内容を基礎にしてブラクティス②を実施させる。ここでのプラクティスの内

容はプラクティス①とは異なって問題の把握のためのプラクティスではなく、

練習の実質的な向上をねらっているものである。これは内容項目の多さに現

れている。

[授業事例 2]

図3-2は授業 「夕ヽンダ付け一母材の予熱」
19のアウトラインを示したもの

である。アクティビティの設定数が授業時間に比して多く、何国かアクティ

ビティを頻繁に繰り返しながら展開しているものである。アクティビティ展

開は精級に計画されたものといえよう。

この授業の流れはおよそ4つの部分に分けることができる。第1は主題の

主体化のための部分である。ブレゼンテーション①からクラリファイまでで

これを行っている。プレゼンテーション①とプラクティス①はクラリファイ

のための基礎づくりである。第2の部分は実験によって技能の科学的背景を

探求させている。実験を予熱とハングの需れについて 2ラ ウン ド展開し、そ

れらの判断基準についてスキルスタディを行っている。つまリスキルスタ

ディが 3ラ ウンド展開されていることによって学習者の深まりを意図してい

る。次の第 3と 第 4の部分ではプラクティスを展開する。前者ではクロス接

合を課題にして方法を提示 し、個別追指導を行っている。後者では応用課題

によってそのスキルの深化を図るように計画している。

[授業事例 3]

図}3は 授業 「ハンダ付けと熱容量」
10のアウトラインを示したものであ

る。この授業はプレゼンテーションとブラクティスのない事例である。つま

り技能の科学的明確化を中心に据えた展開である。スキルスタディの中でも
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時間EHin3
SitRI

生産技術教育の方法理論 (2)

(アクティtrティの内客項目) (ア クティビティ)(内容)

実留課題の提示

第 1実習
問題握超実督
クIrス控合 1カ所

問題の明裏イと

第 1実験
(予神なしの結果)

第2実 験
(流れ ・濡れ現象)

予率の方法と漏れ
判断基準につヽヽて

城明

実習方法の経示

第2実 習
予紳を考えた練智
クロス接査 1カ所

辞II

実習課題の提示

第3実智
練習藤題の線習
クロス接合4カ所

まとめ

F」◎ 評 価・窮辞
FUO 個 lj道指導

フォt7-ア クブO

P出0実 習課題の規示
PR◎ 作 業上の留意点の提示  /レ ゼンテーションO
PR④ 安 全上の留意点の提示
,RO 鶴 材の準備               、

PTO 課 題票による実習課題の練習  ブ ラクティスO
P]0 カ とと結果の関係の体験化

9RO 問 題の明強化
CiO 主 題の授示
CR◎ 登題の主体イヒ〔課題イヒ]

タラリファイ

SSO ttaEの科学的明確イヒ     ス キルスタディO
SS② 作 業方法・材料・環境を研究

SSO 技 能の科学的明確化     ス キルスタディ④
SS② 作業方法・材料・環境を研究

SSO 接 能の科学的現強化     ス キルスタディ◎
SS② 作業方法・材料・環境を研究
SS◎ 作 業上の重要情報の特定

PR② 合 理的方法の堪示
郎◎ 作 業上の留親点の提示  ブ レゼンテーションの

‖O 課 題票による実習藤題の練習
“0 合 理的方法の獲得
FfO 作 業方法上の特徴を体験化   ブ ラクティス②
,】⑤ 方 法と結果の関係の体験化
PI◎ 作 業方法の方78化
PTO 作 業方法の田題解決化

PRO 実 智際題0提 示 ブレゼンテーション0

,IO 錬 題票による実習課題の撫習
FT② 査理的方法の援得
PTO 作 案方法との特徴を体験化
,10 方 法と結果の関係の体験化

ノラクティス◎

作業方法の方略化
作業方法のFD5題解決化

FUO thl稼のまとあ        フ ォ,一アップo
FU④ 主 題の捕足
FUO 実 習と生産の実顔との対比

図 3-2 授 業事例 2[ハ ンダ付け一母材の余熱,1979]の アウトライン
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重要情報を特定化するような内容のものはなく技能の背景にある
一般的な内

容になっている。大きく分けると3つ の部分からなって
いる。

第1はクラリファィ①からクラリファィ②までである。この中のスキルス

タディ①は学習者に実験をさせて、その条件の違いと仕上がりの違いについ

て考えさせる内容になっている。クラリファィの
一連の活動の中心に実験を

据えたと考えてよい。第2はスキルスタデイ②からスキルスタディ④までの

部分である。スキルスタディ①で板の面積が違うと、コテ容量が同じコテで

は作業結果が違うことを明らかにしている。スキルスタディ②はその実験条

件の時の板の温度分布を明らかにする場面である。これに続いてスキルスタ

ディ③では板の面積が違う時の熱の運動を学習者に確かめさせている。スキ

ルスタディ④ではコテ容量を変えることによって仕上がりが良好になること

をわからせる。つまり板の面積に対応させてコテを選択し、良好な仕上がり

を得ることを明らかにしている。

このようにスキルスタディは段階を追って深化するように展開している。

(ァクディビティの内容項目)   (ア クテイビテイ)

丑

帥

陣

て内害)

主題の提示

第 1実験
寝面積と作実結果

問題の明確化

第2崇嬢
(複面憲と温度)

競明
加熱と放熱・板面積

第3実験
コテA‐EX頓 面種

まとめ

じ80 主 題の提示

SSの 作 業方法・材料・環境を研究 ス キルスタデイO

クラサファイ③

困D 問 題の明強化

:R8 豊目8曇震化E課題化〕
クラサファイ②

SS8 羅盤名毬号需網警塩境を研究  キ
ルスタディ②

Ю
Ю 擦盤晏後善縁緑警鎮境を研究  キヤ

スタデイ°

838 窪襲晏礎青縁終警接境を研奈 ス
キルスタィィ④

IU① 胡 線のまとめ
PU④ 主 題の結足

フォ'― アッ
‐/

-3 授 業事例 3[ハ ンダ付けと熱容量,13801の アウトライン
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[授業事例 4]

図34は 授業 「夕ヽングの加熱方法と仕上がり」
お)のアウトラインを示して

いる。この授業は応用課題 「シーソー」を作製させながらそのプロセスで生

じる問題を実験によって考え、良い作業方法を考えだしながらこの課題を完

成させる展開になっている。

第1の部分はクラリファィからプラクティス①までである。ここまでは実

習課題を製作させるごく一般的な流れといってょい。ところがプラクティス

①は簡単そうでなかなか思うように作製できない課題を設定している。続い

て第2部分はスキルスタディからブレゼンテーション②までの部分である。

先ほどの思うようにゆかない部分をスキルスタディで考える。つまり熱を期

韓 FHHhin〕
SlARI    (内 客)

主題の握示

実習理臨の提示

実習
(板と線の接合)

実験
(線材の熱云導 )

作業方法の提示

実習
(4F品の製作)

まとめ
FUO 胡 様のまとめ
FUO ■ 題の様定
Fu◎ 辞 伍,酵孝
FuO 栖 別追能

フォ,― アッタ

CRO 間 座の明強化
CRO 主 題の提示
Cl◎ 主 題の主体化 〔課題化コ

クラリファィ

鵬0 実 習課題の提示

器目 蟹塞±8目憲霞8握雰  ノ
レゼンテーション〇

rRO 機 材の尊常

プラクティス0

SSO 技 能の科学的明整化

器8 擁嚢在務量窒楢義霧揺迄
研究 スキル・スタディ

習練
化
の
政
題
体
象
の
習
採
実
園
る
の
よ
果
燕
韓
題
法
録
方
０
０

(アクティどティの内客項目)   (ア クティtlティ)

PRO 合 理的方法の提示
PRO 作業上の留穂点の提示  ブ レインテーション②

PrO 課 題革による実雷課題の練智
PI④ 台理的方なの張得

!i8 努 憲召造受縁衡盤ら経窪|と   ノ
ラクティスの

P10 4TR力 をの方BIな
P10 作 業方法0出題解決化

図3-f 横 業事例4Eハンダの加熱方法と仕上がり,rg7岬のアウトライン
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果的に運動させるためには熱の運動そのものを観察させているのである。こ

こでは熱の伝わり方を考えさせプラクティス②で効果的な加熱方法への方向

づけが行われる。第3部分はプラクティス②である。これまでの過程で明ら

かにされた方法によって課題作品を順調に完成させる部分である。第4部分

はフォローアップで、作品の一つ一つを評価し、個別に指導してゆく場面で

ある。この過程で加熱方法を強調する。

[授業事例 5]

図35は 授業 「金属材料の覆さ試験 (ビッカース硬さ)」1めのアウトライン

を示している。この授業の展開はクラリファイの後にスキルスタディによっ

て材料試験法全体のイメージを学習者に作ることを意図している。このイ

メージのもとにブレゼンテーションで課題を示 し、や り方を見せている。プ

ラクティスではこのや り方を練習させるのである。フォローアップでは得ら

れた測定値や作業方法について個別に指導している。

このように5つ のアクティビティを一通り行うという典型と言うことがで

きる。この主題のように簡単で、しかも一作業のサイクルタイムが短い場合

にはよく行われる展開といえよう。

[授業事例 6]

図36は 授業 「CNCに よる簡単な切削」
Iののアウトラインを示したもので

ある。この授業の展開は授業事例 5と はアクティビティの内容項目に差果が

あるが、同様の展開になっている。知的管理系技能の指導ではプラクティス

に先行して原理 ・ルール学習カイ子われるが、この例はこのことを端的に示し

ている。クラリファイの後で基本コマンドを説明し、プレゼンテーションで

実習課題を示す。続いて基本コマンドを使って実習プロ//ラムを完成させる

展開である。

3-3.授 業事例におけるアクティビティ展開の比較検討

6つ の技業事例を検討してきたが、のアクティビティの組合せ方について

比較検討を行うといくつかの共通事項を見いだすことができる。図37と 図
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時間tttin]
SIART

生産技術教育の方法理論 2)

(アクティtrティの内容項目) (アクテ `trテ ィ)

ORO 関 題の現強化
は② 主 題の提示
CRO 主 題の主体化 [躍題イヒコ

クラリファイ

SS② 方 法・材料 環境の研究 スキル ●スタディ

郎O 実 習理題0提永
PRO 作業上の日黛点の提示
PR④ 安全上の留意点の提示
PRO 機材の準徳

ブレゼンテーション

'TO 実 習課題の祭習
打0 合 理的方法の獲得
'10 方 法上の特徴を体験化
PFO 方法・態果B8係の体験化
PT◎ 作業方法の方略化
PTO 作業方法の関題解決tu

削線のまとめ
主題の縮足
評価 ・韓辞
想別道指曽

プラクティス

０
０
０
④

出

ｍ

Ｆｕ

Ｆｕ

フ ォ■― ア ップ

EHB

国 3 - 5

時間[B i nコ
SIART

】ND

図 3

授業事例 5

(内容)

主題の提示

基本コマンド

実晋課題の経示

実習
ブログラム作成

辞価

実習課題の練習
合理的方法の獲得
方法上の特勢を体験化
方法 籍鼻関係のな強化
作業方法の方聴イヒ
作業方法の問題解決イヒ

ブラクティス

[金属材料の硬さ試験,1387]の アウトライン

(アクティビティの内暮項目)

Ｏ

④
辞衝 ・務坪
姻別道指導

フォD― アップ

(内容)

=題 の提示

競現
材料韻験法

実習課題の提示

実督
(寝き韻験)

まとめ

(アクティ哲ティ)

CR① 問 題の明聴化
CR② 主 題の提示
θRO 主 題の主体化 [課題化]

クラリファイ

SSO 技 能の科学83明駐化
SS② 方 法 材料 環境の研究 スキル●スタディ

'RO 実 習課題の提示

黙8 婆番±8目霊編骨曇委   ブ
レインテーション

PRO 機 材の準備

Ｏ
②
④
Ｏ
◎
Ｏ

ｒ
Ｈ
ＰＩ
川
叫
ｐｉ

-8 授 業事例6 ECNCに よる簡単な切削,1987]の アウトライン
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38は 授業事例についてアクティビティの展開を比較したものである。

図37に おいて事例 1と事例 3は クラリファイが 2回 あり、主題の主体化

を重視しているものである。事例 2と事例 3はスキルスタディが 3回連続し

て行われるものである。前者は前半にスキルスタディが巡続してぃるが、こ

れは後半のプラクティスに重点を置いているためである。また、後者は後半

にスキルスタディが連続して展開されているが、これは主題の主体化と技能

の科学的明確化が中心の授業とするためにされたものといえる。

また、事例 2と事例 3の ように授業展開の途中でクラリファイが入るもの

はその直後にブラクティスを行っている。これは主題を主体化 したことに

よって練習が重要な意味を持つようになったと考えられる。

全事例を通じてタラリファイは授業の先頭に位置し、フォローアップは授

業の終了直前に展開されるアクティビティといえる。フォローアップはスキ
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ルスタディの後かブラクティスの後に行われる。また、ブレゼンテーション

とブラクティズは組になって展開されているがこれは相互に関連性をもって

いることによると考えられる。

事例 4、5、6及 びPROTSモ デル実習iめはいずれも類似の複線型になって

いる。この意味で典型とみなすことができよう。モデル実習はプレゼンテー

ション→プラクティス→スキルスタディを2ラ ウンド行なっている力`事例 4

はこの 2ラ ウンドの中でアクティビティを部分的にカットしているものとみ

ることができる。事例 5と事例 6は 5つ のアクティビティを用いているがク

ラリファイの後でスキルスタディという点に特色を持っている。

このように授業事例をアクティビティの組合せ方に着目して考察すると、

授業にどのような特徴を持たせようとしているかを知ることができる。アク

ティビティの組合せ方と授業の特徴との関係が明らかにできれば、逆にこの

知見を利用してさまざまな授業展開を意図的に計画することが可能になると

推奈される。

3-4.ア クティビティ内容項目の検討

表33に 示したアクティビティの内容項目によってこれまでの授業の内容

とその展開を検討してきた。この/F/17rを通して各事例でとりあげられていた

アクティビティ内容項目の具体的方法を記述できる。ここではこれらの記述

の他、これまでの技能研究の知見を挿入することにした。と。この結果をアク

ティビティごとに表3-4、表35、 表36(表 3-7、表38に 示した。この表をも

とにそれぞれのアクティビティの内容項目を判断する上での考え方法施題に

ついて検討を進めたい。

[クラリファイ]

「C勲① :問題の明確化」から「CR③ :主題の主体化 [課題化]」までは順

次、主体化にむけて深化させる構造を設定している。COと C勲③の境界が聞

題となるが後者は問題よりも主題ということに眼定して考えれば分離するこ

とができる。問題を整理することによって主題を学習者のものに近づける活
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動になるとの指摘が予想されるが、Cm①は主題の提示への準備作業であって

CR③の範時とは異4る。また、クラリファイにとってCR③の部分はいわば中

心的部分であってこれを行っているか否かでクラリファイの水準が決定づけ

られるものと思われる。このようなことから一つの授業の中でクラリファイ

としてCR③のみが行われるというものはほとんどなく、CR① とCR② のいず

れかとの組合せで行われると考えられる。

[プレゼンテーション]

この内容項目は大きく分額すると第1は「PR① :実習課題の提示」と「PR

⑤ :機材の準備Jの ようにプラクティスを行う上での準備の部分がある。第

2の部分は「P勲②:合理的方法の提示」の具体的な作業方法を提示する部分

である。第3の部分は「PR③ :作業上の留意″点の提示」と「PR④ :安全上の

留意点の堤示」である。これはプラクティスを行う上での準備事項と理解で

きる。しかし、これには水準があり、単なる注意事項的なものもあれば考え

方を形作らせるようなものまである。第3部分は第1部分と第2部分の中間

に位置するものといえよう。従って、第3部分が第1部分の中に印刷教材に

よって提示されている場合もあり、指導員のアクティビティとしては直接行

われない場合もある。プレゼンテーションの行い方はPR② を挿入するか否か

でその性質が大きく異なる。合理的方法は指導員が示すものではなく学習者

が研究的に関わって探求するものとすれば、この部分はスキルスタディの一

環として提示されるということもあり得よう。ここではこのことだけを目的
として示す場合に限定して位置づけることにしたい。

[ ブラクティス]

「P魯①:課題票による実習課題の練習」をさせれば 'PT② :合理的方法

の獲得」がなされ、結果として「PT③ :パフォーマンスの向上」になるとい

う図式を持っている。「PT④ :作業方法上の特徴を体験化Jから「PT② :作

業方法の間揮解決化」までの 4つ の内容項目は先の図式の過程で、学習者に

何を形成させることに指導員が意図的に活動 したかをあらわしている。この
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表 3-4 内 容項目の具体的方法 (クラリファイ)

記号 内容項目 具体的方法

CR① 問題の明確化 授業で扱う閣題を明らかにする
主題に関わる周辺の問題を整理する
前回の授業の復習をしたり、これまでの実習の関題
を整理する
これまでの技能よりも高い水準の技能を示し、これ
に至るまでに解決すべき問題を示す

CR② 主題の提示 装紫で扱う主題を示す
主題を構成する要件について整聖して示す
場合によっては主題の自粕縁を示す
主題に関する生産の場での考え方や重Ar FFを示す
授業の終ありには学習者がどのような状態になっ
ているかの目標を示す

CR③ 主題の主体化
[課題化]

主題を学習者の課題として据え付ける
学習者と主題との関係を明らかにする
主題を学習者ごとに価別に課題として示す

表 3-5 内 容項目の具体的方法 (プレゼンテ中ション)

記号 内容項目 具体的方法

PR① 実習課題の提示 練督すべき課題を実旨課題票や板書、図画等によっ
て示す
実習に必要な機材、材料、条件を提示する
課題の仕上がり (完成)イ メーシを作らせる
到連すべき技能水準を具体B に々伝える

PR② 合理的方法の提示 考えられる方法のうち安全に国3慮された、合理由|な
作業方法を示す
場合によっては作業の金てをやってみせる
作業方法の全体像を作らせる
合理的な方法であることの理由を示す

PR③ 作業上の留意点の
提示

作業方法の基本的考え方を示す
作業を特徴づける事項や作業結果の成否に関わる
事項について明らかにする
カンやコツの内容とその習得の仕方について示す

PR④ 安全上の留意点の
提示
作業上の危険や災害のた例等について示し、安全な
作業のための条件や方法を示す
安全な行動の基準を示す

PR⑤ 機材の準備 使用する機材、材料等を用意させ、点検する
機材、材料に関する知識を与える
作業に必要な機材の状態(ウオームアンプ)をつくる
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部分はスキルスタディと深く関わる内容であるが、学習者が練習を行うとい

う目的活動の中で体験化 問 題解決化を図るものである。この部分が取り出

されて単独で練習との関わりを持たずに展開する場合にはスキルスタディと

して位置づけるべきものと考える。多くの授業実践ではこの部分を指導貝が

表 3-6 内 容項目の具体的方法 (プラクティス)

記号 内容項 目 具体的方法

PT① 課題繁による
実習課題の練智

課題楽に従って練習をさせる
実習の進め方の指示や作業指示 (練習時間、練晋回
数、評価方法等の指示)を 行 う
実音進行に伴う安全上の注意を行う
練習上での質問や疑間力`あれば答える

PT② 合理的方法の獲得 指導者の示す方法や学習者にとって最も合理的な
作業方法を指導し、獲得させる
作業方法の合理性を雅かめさせる

PT③ ′マフォーマンスの
向上

課題のねらいとする作業成果の水準になるように
練習させる

場合によっては生産活動の状況においても妥当な
水準となるように練習させる
個別に作業方法について助言指導する

PT④ 作業方法上の特徴
を体験化

作業方法の全徳像を明確につかませる
その方法の持っている特徴を体験させる
カンやコ /`を体験させる
他の作業ですでに体験したものと対比させながら
特徴を提えさせる

P↑⑤ 方法と結果の関係
の体験化

・学習者にとって最適な作業方法を獲得させるため
に方法と結果のF‐3係を体験させる
作業方法や加工手段、工程が作業結果にもたらす彰
響を検討し、学習者にとって最も効果的な方法を探
求させる

PT⑥ 作業方法の
方略化

作業方法方略の基礎にある理念や原則を明雄にす
る
学習者にとってその作業方法がスムースに実行で
きるように方略として形成させる
事態の変化、作業条件の変化、応用課題に対する方
略の組み合わせや変更を企画させる

PT① 作業方法の
問題解決化

その作業方法がかかえる問題点や陥り易いトラブ
ルに対する対処方法を考えさせる
事態の変化、作業条件の変化、応用課題に対応して
実行できるようにさせる
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実習中に佃別に行っていることが見られる。これをいかに組織的、体系的、

意図的に行うことができるかによってプラクティスやスキルスタディカ`充実

するものと考える。

[スキルスタディ]

「SS① :技能の科学的明確化」は科学的に技能をみつめさせ、技能の深化

や拡張にとって効果的に作用するように設定されているものである。従って

具体的方法は科学で行われる方法論が適用できる。授業実践を見るとこの展

開方法は主に実験や作業研究が用いられている。実験の進め方にもいくつか

の類型がある。実習を念頭におきながら全くの科学実験を行う類型から実習

表 3-7 内 容項目の具体的方法 (スキルスタディ)

言巳|チ 内容項目 劇本的方法

SS① 技有ヒの科学的

明確化

技能を習得するに必要な科学的背景や技術学的背
景を示す
合理的な作業方法や☆能に含まれている 卜ヽ学を引
き出して明らかにする
技能の基礎にある科学を現実にF,して、しかも有効
にその後も機能するように踏己慮しながら示す
実験や実演や討論等によって科学を学者者自身の
課題に合わせて休得させる
実際に起こること、実行していることを記述させる
ことによって事実を明らかにする
技能と行に必要な法Rけ 原 理 原 則を理解させる

SS② 作業方法 材 料
環境の研究

学習者の作業方法と勧きかける素材、作業環境の一

つ一つについて効果的な技能の遂行 という続点か
ら研究させる
学習者の作業方法とElきかける素材、作業環境の組
み合わせによる技能遂行上諸問題について具体的
に検討させる
技能の科学に基づいて学習者の現実の作業に適用
させる

SS③ 作業上の重要
情報の特定化

作業結果を決定づける重要を作業上の情報の種類
について特定させる
それら情報の獲得方法や手がかりを体得させる
技能の科学に基づいて情報の質を判断し、処理する
方法を学習させる
情報間の関係性をつかませる
情報の組み合わせによって第 3の情報を生み出し、
より通切で妥当な方時に結合させる
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的に体験させながら条件と結果との因果関係を明らかにする類聖までその陶

にいくつかの類型がみられる。実験の視点は教材研究からのアプローチで

あって科学そのもののアプローチとは異なると考えられる。26

「SS② :作業方法・材料・環境の研究」2ゆ及び 「SS③ :作業上の重要情報
の特定化」

2勢はss①から分化したものとして位置づけられる。つまり、SS①

が包括的な内容であるに対してこれらは特定の事項に焦点化したものといえ
る。SS②は方法や材料や環境であり、SS③は情報である。技能遂行の環境等
を明確にできればこれへの人間の関与の方略力済斗学的に明示できる可能性が

表3-3 内 容項目の具体的方法 (フォローァップ)

訓練のまとめ

!昏魯雪魯言テ昌言雷畳雪暑祭匿畳き,暑ょぅ、まと
麦喬抜虜分猿累丈あ語聾権,こ者摂ぞ兵言

わせる

主題の補足

層魯?奔済↑を
点や欠落して,t部射こ〕て補

著器遣ぽ縮 Paで
重要と思われるものについ

°
警ビ奔音そ:ど色昂夕魅能亀告品舗鞠ア

い

FU③ 評価 講 評

狩
に曾皆零置管ラ留FttP離 議離静

尻努輩居ち吊ど祷雰品寧持が
せてその原因や改善

尻ほ壊名督雇唇宮か誓鹸協早雪
を与え、良くないも

個別追指導
斉亨
考 人 一人について作業結果に対する助言を

個別に改善すべき事項を明らかにする

実習と生産の

実際との対比 醤詩=雷 R参
内容についてその発展性と拡張性に

博着浮客還点碧32音諮 登農為野
の場面
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広がる。このために環境と材料、情報、人間のチャンネルを整理するように

スキルスタディでとりあげている。このように類推すると内容現目はさらに

増加すると考えられる。

[フォローテップ]

全ての事例でフォコーアップが設定されている。このアクティビティは質

的水準は別にして、授業の最終場面では必ず設定されるアクティビティとい

いえる。内容項目の中で 「FU① :副1練のまとめ」と「FU③ :評価 卜講評J

は最も多く設定されている。「FUo:訓 凝のまとめ」から「FU② i主題の補

足」までは授業内容を指導員nlから確かなものにさせるものである。これに

対して 「FU③ :評価・講評」と「FU④ :個別追指導」は学習者の一人一人

が目標を達成したかどうかを確かめて目標への到達を確実にさせるものとい

える。「FU⑤ ,実習と生産の実際との対比」は特にOff一JTの場合には授業が

現場から離れて進行するために生産との隔たりが生じることから、この部分

を補って授業全体を生産との関わりで位置づけるものである。

また、プラクティスの中で相房1に評価を行い、通宜指導をしてゆくことが

行われるがこれはフォローアップとして明記すべきものかどうかがある。こ

の部分については授業の最終場面においてその結果をもって個別追指導する

ものはフォコーアップに属することと考えるの力S至当であろう。他方、プラ

クティスの途中で個別評価するものはプラクティスの一環としてその詔 前が

ないと授業が進行できないものであり、これはプラクティスに属させること

がよしヽと考える。

4. 討 論

段階教授法との比較でみると、われわれが提起している指導方法は本論の

「問題」においてあげたTTT及 びThrI、実技の集団指導法とは異なる考え方

を提出している。その主な相違点を整理すると次のようになろう。

第1は指導方法に段階を設定しないことである。授業の目的や内容あるい
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は指導対象等、それぞれに対応したアクティビティを組み合わせることに

よって効果的な展開を図ることを第一義としている。

第 2は 学習者の心理的なパックグラウンドを調整することはアクティビ

ティから除外していることである。つまり、「学習者が学ぶ心構えを指導員が

作る」ということは授業の実質的な機能とは異なるものであって指導員の指

導にかかわる直接的な活動のみを扱っていることである。TWIに は「気楽に

させる」や 「覚えたい気持ちにさせるJが ある。また、実技の集目指導の4

段階には 「関心を集める」という活動が示されている。しかし、これらは教

授技術としては必要と考えるが、指導員が学習者に学習をさせるための準備

であって学習そのものではない。この意味で指導員の活動の範時にはなじま

ないものと考える方が至当であろう。

第 3は TTTで は指導方法を教育学と心理学の原理から導いたとしてヘル

バルトの 「明瞭一連合―系統一方法」等
2りを掲げているが、これは形式に着

目して指導過程の柔軟性を失う結果となっている。これに対して多様な授業

実践から逆に指導員のアクティビティを抽出して優れた授業にみられる展開

の原理を見いだそうとしていることである。

第4は授業展開の型というものを前提としていないことである。授業の典

型は想定しているが段階教授法のように全ての段階を定められた順序でたど

るといったょうなものは現実には不可能と考える。段階教授法ではどのよう

な技術 ,技能の指導でも作業分解が異なるだけで、型どおり指導できたかが

問われていた。このような場合、学習者の学習の成果に力点を置くことより

は指導者が型と相道なく指導できたか否かが重要事項となっている。これに

対してゎれわれは授業をアクティビティという視点から分析することによっ

て指導内容に対する指導員の活動の妥当性や評価が容易になると考えること

である。これによって実質的に機能する指導の原理を引き出すことが可能と

なるだろう。

次にアクティビティ内容項 目の課題について考えてみたい。アクティビ

ティの設定は生産技術教育の授業実践からの帰織によって多くの部分を明示
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できたと考えられる。また、この結果から有効な授業の要作を明らかにする

可台,性を持
つということができる。しかし、残された課題も少なくない。

われわれのアクティビティ内容項目の設走は授業事例からの帰納と技能研

究からの演繹によって行われている。従って、両者が調和するラインという

ものの設定が未成熱であっていくっかの課題を残している。この課題は帰納

を優先させて演縛を後退させることとなっている。例えば 「合理的方法の獲

得Jと いった場合、指導員の考える合理的方法を提示しても学習者には見る

チャンネルがないために本来の合理1豊というものを見抜けないまま現実には
「やってみせる」カギ進行する。このことは「何が合理的かJと いう問題を「見

せられる」前に学習者が持っていなければならないはずである。これを調和

させる視点が求められる。内容項目の判断についても互いのアクティビティ

間で簡単に分類できない微妙な範鳴の存在することが確かめられている。ブ

ラクティスの中における個別評価のようなフォローアップ部分や、プラク

ティスの中のスキルスタディ的部分である。また、スキルスタディの内容項

目等のように未分化をものがあり、これらが分化して内容項目が追加される

奈地があることである。内容項目の検討は技能研究や授業研究の深まりを待

たねばならない。

以上の課題については訓擁時期や訓練内容、授業の評価との関わりの検討

の中で今後明らかにしてゆきたい。

(注)

(1)こ れに関連して雇用促進事業国職業副練研究センタT編 「これからの職業能
力開発」、大蔵省印刷局,p_17,1986.に は以下のような記述がされている。「技
術革新の進展に伴い、OJTだ けでは習得困難な知識、技能や思考が求められる
ようになっているので今後の職業能力開発はこれら知識、技能の習得に通した

多様な教育副H線方法を積極的、計画的に活用することによってOJTの 機能を椅
完し、新時代にふさわしいものとして展開される必要がある。」
(2)労 働省職業能力開発用編 1監督者訓練古仕事の教え方手5も,雇 用問題研究
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会,1987.TWIヽ JIは1951年に初版カギ、更に1976年と1988年に改訂がされたが、
いずれも送り仮名の改訂が主であった。

(3)」 L Vandegitt監修 ・TTT中 央委員会編 「産業教育における訓練の仕方J,
日本人事管理協会,1951.

TTTは Teadllng Teactts to Teachの 略である。TTTは 「ィンストラク
ターの資質と指導能力を向上せしめるため教授訓練方法を集大成し、標準化 し
たもの」と記している。この書はTTTの 指導者であるバンデグリフトを中心に

内容を研究し、布施、伊藤、長谷川、稲葵、久米、 ミヤザキ、田中の各氏が執

筆したものである。

(4)刀 村11賢治 ・藤田政栄 「指導方法」,職 業説1練大学校議義資料集,1970
「実技の集団指導法」の内容は表1-1から表13を 比較してわかるようにTWI
とTTTの 折夏といえよう。[労働省職業訓練局in‐「職業訓練における指導の理
論と実際」,pp.111112,職 業副練教材研究会,1985]で は「職業訓縦大学校で
はこの方法が指導方法として講義されているJと いう主旨の内容がある。 しか
し,こ の方法は1970年代まで講義されていたが1980年代以降は行われていな
↓ヽ。

」り1賢治 藤国政栄 「応用実技の指導方法について (II)一 指導方法の計画
の仕方―」,説 大校季報,第 7号 ,pp.2427,1969の 表 2で増 挙段階をと入方

式と啓発方式とに分けて下表のように整理してV る`。表の説明が少なく、また

出典が不明のため、段階の意味や方式による段階の差果について検討はできな
い (部分的には同様の用語が TTT中 央委員会編「産業教育におけるHl i練の仕

慈
雄入方法 啓発方式

講義式 示範実習式 討議式 事例式 課題式 問題解決式

1 導入 導入 導入 導入 目標設定 問題意識

2 提示 提示 発 言 事例提示 計画 仮説設定

3 運 用 実習 晶イし 情報分析 展開 仮説実験

4 総括 総括 総括 対策 調阿88 校証

5 検討 解決案決定
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方」の中にみられる)。ここで述べられている啓発方式の段階設定は他のそれと

は質的に異なり、無理があろう。また、授業はこれらのいずれかの方式を採用

するというのではなくこれらやそれ以外の手段を組合せて採用している。つま

り、講義の中で事例 を示したり、討議を挿入したりといったようにダイナ ミッ

クな展開が通常の授業といえよう。指導技術教材 (PROTS)研 究開発委員会で

は指導モー ドを設定して、主モー ドと副モー ドの組合せで説明している。

(5)こ れまでにも段階教授法については古英的な教育論争を始め多くの論議があ

る。この方法の導入については職業訓練に関する通達や規景」,教 材等に多く見

られる。これらの内容については森下一期 「職業訓凝指導員新任者研修のあり

方について考える」,教 材研究と授業づ くリー職業訓練指導員新任者研修の記

録一」,職 業訓練大学校指導科報告シリーズ第 1号 ,1981.に 概要が記述されて

V るヽ。

現代 との ミスマッチは主に教育訓練 の内容が技術革新等によって高度

にな りしか も感覚運動系技能ばか りでな く知的管理系技能が多 くなって

いることや、養成訓練から向上訓1練が多くなることによって定型的な段階教授

法の適用範囲を越えることになったことによる。これに関して職業訓練研究セ

ンター編「これからの職業能力開発」(前掲書),p.28に は以下のような記述が

ある。「特定職種の技能に熟達 した熱練工から、技能行動を科学的知識 と結びつ

けて堅解し、それぞれの局面に対応して問題点を発見し、解決することができ

る幅広い職業能力を有する高度技能者へ と大きく変わってきている」としてい

る。さらにpp417 18の
「
今後の職業能力開発の課題 と対策Jに おいても「将来

の変化に対する通応力の源泉 として技能行動を科学的知識と結びつけて理解

する拙業能力の重要性が高まっているJと 記述している。

(6)森  和 夫 ,久下靖征 「生産技術教育の方法理論一方法仮rttと授業実験―」,

職業訓練研究,第 7巻 ,pp,130,1989

(7)ア クティビティの詳細については森 久 下 「生産技術教育の方法理論一方法

仮説と授業実験一」,(前 掲書),p.5.の 表31に 示した。

(8)森  和 夫 ・中村謹也 森 下一期 ・山崎昌甫 「教材研究と授業づ くリー職業訓

練指導員新任者研修の記録一J,職 業訓森大学校指導科報告シリーズ第 1号 ,

1981_

ぐ9)森  和 夫 「g召和62年度教授技術演習資料」,1錦 8.および学生の指導茉 と映像

記録等によっている。

(10)伊藤 正 「研究授業 『三原色混合』授業記録」,技 能教育研究会報,第 14号,
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(10)伊 藤 正
「研究授業 F三原色混合』授業記録」,技 能教育研究会義 第14号,

pp 10 23,1982 技 能教育研究会定例会で行われた研究授業の模様は映像 と

音声他で記録されている。

(11)タ ラリフィケ
ーション (CIarifiCation)を略 してタラリファィと命名してい

る。詳細は祭 ・久下 「生産技術教育の方法理論一方法仮説と授業実験
一」,(前

掲書),pS の 表31を 参照されたい。

(12)茶  Ⅲ 村 ・森下 ・山崎
「教材研究と授業づくりJ(前 掲書),pp 85 87

は3)森  中 村 森 下 山 崎
「教材研究と授業づくり」(前掲書),pp.3941

(14)森  中 村 森 下 ・山崎 「教材研究と授業づくり」(前掲書),pp 47 48

(15)昭和54年度新任者研修 「教材研究と授業づくり」の指導乗
「夕ヽングの加熱方

法と仕上がり」と映像記録等によっている。

(16)「昭和62年度教授技術演習」で学生カマ制作した指導栄
「金属材料の硬さ試験

(ビッカース硬さ)」及び映像記録等によっている。

(1の「昭和62年度教授技術演習」で学生力諦1作した指導案「CNCに よる簡単な切

削」及び映像記録等によっている。

(18)森 ・久下 「生産技術教育の方法理論」 (前掲書),Dp.1425に アウトラインと

指導案が記載されている。このアウトラインではプラクティス②の前にブレゼ

ンテーション②がないが、指導策を見るとプラクティス②の先頭でこれを行っ

ていることから本報告ではこれを位置づけて表を作成している。

(19)技 能研究の知見に関しては以下の文献を参照されたい。

①森 和 夫 「『技能の科学を明らかにすることとについて」,実 践教育,第 2

巻,第 2号,pp 2-7,1987

②森 和 夫「生産技能の習熱過程
一技能習熟にともなう幾力構造の変化ュ 指導

科報告シリーズ第4号,職 業訓繰大学校指導科,1985

③森 和 夫 森 口 明 「港湾荷役機械運転技能のHl森方法に関する研究」,戦 業

訓1練大学校紀要第15号B,pp 69 94,1986

④新井吾朗 森  和 夫
「溶接技能における視覚情報に関する研究」,職 業訓練大

学校紀要第18号B,pp.99119,1989

(20)指導技術教材研究開発委員会
'PROTS INSTRU働 的R'S IANDBOOK C3実

習の進め方の基礎」,海 外職業副1線協会,pp 8-9,1989に 評しい。

この中でスキルスタディで扱う実験の視点として以下のものを掲げている。

「①進行速度を変化させる,② 視覚的大きさを変化させる,③ 観察する視角を

変化させる,④ 諸条件を制御する,⑤ 諸条件の数を単
一にする、⑥教材を決定
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づける要素を拡大・誇張して示す,②教材に含まれる諸要因の関係性を明らか

にする,⑥人間の慰覚,運動特性と教材との関係性を明確にする。」この他作業

研究の視点についても記述している。

(21)森 「生産機能の習熱過程―技能習熟にともなう能力構造の変化J(前 掲書),

pj!2333.の中の「副際修了期における職業訓練生の能力構造」においてこれら

に関わる能力因子について迅べた。訓練の進展によって「実技にかかわる能力」

と 「技術的知識にかかわる能力」の中間にある能力因子として作業段取り能力

(作業時間,工 具選択能力,作 業環境の保全,作 業態度,I程 計画能力で構成

される)が 重要な役割を担うことを明らかにした。

(22)新 井 森 「溶接技能における視覚情報に関する研究」(前掲書),pp

l16117で は 「技能習熟における祝覚情報獲得の一般原理」として次の 4段階

の習熟過程があると考察している。

[第1の習熱段階=視覚情報を探索する過程]

[第2の習熟段階=視 覚情報の特定化を進める過程]

[第3の普熟段階=注 視点移動の高速化を進める過程]

[第4の習熟段階=祝 覚情報の選択により密度の高い情報を

多く得ようとする過程]

(23)TTT中 央委員会編 「産業教育における訓練の仕方」(前掲書),Dp.917

「TTTの 教育学的基礎」の中でヘルバルト(Johann Fliedlich Herbart)の

形式的段階説を紹介し、「ヘルバルトの形式的 4段階説は,その固有の心理説を

基礎として知識の論理的系統を作ろうと試みたものである。……」と記述して

いる。これらの中でチルレル (TuiSCOn ziIIα)の 5段階教授法を以下の図で説

明している。

[第 1段 ]― 旧親念の分解

[第2段 ]一 新旧観念の結合

[第3段 ]一 新旧概念の比較

[第4段 ]一 概念の抽象

[第 5段 ]一 概念の応用

TTTは 更に一連の教授段階説を比較 して紹介している。「TTTの 採用 して

いる教授の段階即ち、準備、三示、応用、試験、討議及び批評の 5段 階は下記

のヘルバル ト以下の教段説に基礎をお くものである。」

ヘルバル トーーーー 明環 '運合 ・系統 ・方法
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チルレルーーーーー分析 総 合 ,理合 系 統 ・方法

ラインーーーーーー予備 量 示 ・遵結 総 括 ・応用

レータナーーーーー 予備 ・皇示 ,概念の抽家 ・応用

ずルウユルクーーー 予備 ・呈示 ・整理

デュプフェル トーー 直観 ・思考 ・応用

ケーアーーーーーー 提示 ,整理 応 用

ウイルマンーーーー 受領 ・理解 ,応用

ライ       (準 備)直 観 ・類化 ・発表 (編入)

(もり か ずお  戦 業訓練大学校 指 導学科)




